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LHDの中心磁場強度が1T近傍で26-42GHz帯の
プラズマ遮断密度を超える放電において当該

周波数帯の放射計測を行った。電子サイクロト

ロン加熱(ECH)用のアンテナを受信アンテナと
して用い、コルゲート導波管を用いたECH用電
力伝送系の中途に導波管切替器を設置し、京都

大学Heliotron-J 装置で用いられているKa-band
ヘテロダイン検波系を接続して計測を実施し

た。図1に示すように、磁気軸3.56m, 中心磁場
強度-1Tの放電で、 線平均密度が計測周波数帯
のプラズマ遮断密度を超えた後も有意な強度

の放射が計測される。計測周波数帯電磁波の波

長に比してプラズマ遮断領域の密度勾配が緩

やかであることから、電磁波の遮断密度を超え

る領域でも伝播できる電子バーンシュタイン

波に由来する波が、電子バーンシュタイン波(B) 
– 異常波(X) - 正常波(O)モード変換を経てプラ
ズマ外部に放射され、弱磁場側に設置された受

信アンテナで観測されたと考えられる。 
線形モード変換の理論からX-O変換効率は受
信角度によって変わることが予測されるので、

受信用アンテナの照準方向を放電ごとに変え、

受信方向に対する放射強度スペクトル変化を

調べた。トムソン散乱計測によって得られた温

度密度分布が似通った時間帯のスペクトルを

各放電ごとに抽出すると、図2に示すようにピ
ーク強度に受信方向依存性があることがわか

った。図3は受信方向に対して線形理論より予
測されるX-O変換効率を等高線表示したもので
ある。高変換効率が得られる照準方向範囲(モー
ド変換窓)に最も近いBに照準設定した場合に
最も高いピーク強度が得られ、モード変換窓か

ら最も遠いEの場合にピーク強度が最も低くな
っている。Aの場合は計測視線が真空容器壁に
遮られているためにピーク強度が下がったと

考えられる。 

 

 
図1: (a)中性粒子ビーム入射パワー、(b)線平均電
子密度、(c)蓄積エネルギー、(d)37.5GHz の放射
強度、の時間変換 
 

 
図2: 温度密度分布が似通っている時間帯にお
ける、放射スペクトル強度の照準方向による違

い。周波数ch間は相対感度較正をしている 

 
図3: 受信方向に対する37.5GHzのXO変換効率
のプロット。実験で設定した照準方向を A-E 
で示す。 
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